
「ADFI生成AI」
利用手順書（2025年5月版）

株式会社カラクライ
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本手順書では、「ADFI生成AI」で生成AIアプリを作成します。

下記の流れで手順を解説します。

１．アカウントの作成（初回サインイン時のみ）

２．生成AIの作成

３．ChatGPTのAPIキーの取得（未取得の場合のみ）

４．AIサーバーの起動

５．AIアプリの利用

６．参考情報：Slack連携

７．参考情報：Pythonプログラムの実行（Linux環境での利用）
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利用手順書の概要



１．アカウントの作成
（初回サインイン時のみ）
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● ADFIのサインインページ（ https://web.us.adfi.karakurai.com/webapp/signin?lang=ja ）にアクセスしま

す。

● 「アカウント新規作成」を押してください。
○ ２回目以降（アカウント作成後）は、メールアドレスとパスワードを入力して「サインイン」を押してください。
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アカウントの作成（初回サインイン時のみ）

https://web.us.adfi.karakurai.com/webapp/signin?lang=ja


● アカウントを新規作成します。登録するアカウント情報（ユーザー名、メールアドレス、パスワード、

パスワードの確認）を入力してください。

● 左下のチェックボックスにチェックを入れた後、「アカウント新規登録」ボタンを押してください。入

力したメールアドレス宛に確認メールが送信されます。
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アカウントの作成（初回サインイン時のみ）



● ADFI（info-web@airobotics.jp）から「【ADFIアカウント登録】メールアドレスの確認」というタイト

ルの確認メールが届きますので、メール本文のURLをクリックしてください。
○ URLをクリックすることで、先ほど入力したメールアドレスとパスワードでサインインが可能になります。

○ メールが届かない場合は、迷惑メールボックスに振り分けられているか、入力したメールアドレスが誤っていた可能性があり

ますので、ご確認ください。

● 「サインイン」を押してください。
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アカウントの作成（初回サインイン時のみ）



● ADFIにサインインします。先ほど登録したアカウントの情報（メールアドレス、パスワード）を入力

してください。

● 「サインイン」ボタンを押すと、ADFIにサインインできます。

7

アカウントの作成（初回サインイン時のみ）



２．生成AIの作成
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● まず、プロジェクトを作成します。左メニューの「プロジェクト」を押してください。

● 上部の「プロジェクト新規作成」ボタンを押してください。
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生成AIの作成



● 「ADFI生成AI」を選択してください。

● 作成したいプロジェクト名を入力後、「作成」ボタンを押してください。
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生成AIの作成



● 新しいプロジェクトが作成されました。

● プロジェクト詳細画面では、プロジェクトメンバーの追加やAIを作成することができます。

● 「AI一覧」の右側の「AI新規作成」ボタンを押してください。
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生成AIの作成



● 作成したい生成AIの種類を選択してください。
○ この手順書では「シンプルAI」を選択しています。

● AI名を入力して「作成」を押してください。
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生成AIの作成



● 新しくAIが作成されました。

● AIをダウンロードします。「AIをダウンロード（Windows用）」ボタンを押してください。
○ Linux環境など、Pythonプログラムを直接実行したい場合は、「AIをダウンロード（Pythonファイル）」をダウンロードして

ください。詳細については本書の「７．参考情報：Pythonプログラムの実行（Linux環境での利用）」を参照してください。
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生成AIの作成



● ダウンロードした圧縮ファイル「ga_module_for_win_xxxxxx.zip」を展開してください。

● 初回は、展開したフォルダ内の「 0_Initial_setup_tool_for_Windows.bat 」を実行してください。
○ 「WindowsによってPCが保護されました」のポップアップが出た場合は、「詳細情報」を押して、「実行」ボタンを押して

ください。
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生成AIの作成



● コマンドプロンプト画面が表示され、セットアップ処理が開始されます。

● 初回のみセットアップ処理が行われ、10～15分くらい時間がかかります。何もせずにお待ちください。

● セットアップ処理が完了したら「 Initial setup completed successfully. 」と表示されます。何かキーを

押して、コマンドプロンプト画面を閉じてください。
○ 2回目以降は「 0_Initial_setup_tool_for_Windows.bat 」の実行は不要です。実行した場合、すぐに「Setup has already been 

completed. Exiting process.」と表示され、処理が終了します。

● もし下記のいずれかのメッセージが表示された場合は、Python3.9のインストールが必要です。次の

ページの手順を参考にしてPython3.9をインストールしてから、再度

「 0_Initial_setup_tool_for_Windows.bat 」を実行してください。
○ Please install Python 3.9.

○ Incorrect Python version. Please install Python 3.9.
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生成AIの作成

２回目以降の画面



● すでにPCにPython3.9がインストールされている場合は、この手順は不要です。

● Windowsメニューの検索ボックスに「store」と入力し、「Microsoft Store」を起動します。

● Microsoft Storeにて「Python」で検索し、「Python3.9」のアプリを選択し、「入手」ボタン（もしく

は「インストール」ボタン）を押してインストールしてください。

● Python3.9のインストール完了後、再度「 0_Initial_setup_tool_for_Windows.bat 」を実行してください。
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【補足】（未インストールの場合）Python3.9のインストール



３．ChatGPTのAPIキーの取得
（未取得の場合のみ）
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● 作成した生成AIは、ChatGPTに連携して動作します。ChatGPTに連携するために、ご自身のChatGPT

（OpenAI platform）のAPIキーが必要になります。

● すでにAPIキーを取得済みの場合は、この手順は不要です。

● OpenAI platform（ https://auth.openai.com/log-in）にアクセスしてください。

● アカウントが無い場合は「サインアップ」してアカウントを作成してください。アカウントを持ってい

る場合はサインインしてください。
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ChatGPTのAPIキーの取得

https://auth.openai.com/log-in


● OpenAI platformにサインイン後、上部の「Dashboard」（ダッシュボード）を押してください。

● ダッシュボード画面の左メニューの「API keys」（APIキー）を押してください。
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ChatGPTのAPIキーの取得



● APIキー画面で、右上の「Create new secret key」ボタンを押してください。

● Nameの項目に任意の名前を入力し、「Create secret key」ボタンを押してください。
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ChatGPTのAPIキーの取得



● APIキーが作成されました。「Copy」ボタンを押して、APIキーをコピーしてください。

● 後ほど、このAPIキーを使用するため、テキストエディタ（メモ帳など）にAPIキーを貼り付けして、一

時的に保存してください。

● 「Done」を押すと、このAPIキーは二度と表示できませんので、ご注意ください。
○ APIキーを忘れてしまった場合は、新たにAPIキーを新規作成してください。

○ このAPIキーは他人に教えてはいけません。（他人に知られると、勝手に自分のAPIを使用される恐れがあります。）
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ChatGPTのAPIキーの取得



● キャンペーン等でChatGPTのAPIを無料で一定量利用できる枠がありますが、無料枠を使い切ると、

ChatGPTのAPIの使用量に応じて料金が発生します。そのため、支払い情報を登録する必要があります。

● 右上の歯車のアイコンを押してください。

● 左メニューの「Billing」を押してください。
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ChatGPTのAPIキーの取得



● 「Add payment details」ボタンを押してください。

● 個人か法人かを選択し、クレジットカード情報と支払い住所などの支払い情報を登録してください。

● これにより、ChatGPTのAPIを使用できるようになります。
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ChatGPTのAPIキーの取得



４．AIサーバーの起動
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● 生成AIの設定ファイル「config.ini」を編集します。

● 「 ai_for_Python3_9」フォルダの中の「config.ini」をテキストエディタ（メモ帳など）で開いてくださ

い。
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AIサーバーの起動



● 「open_api_key」の値を、ご自身のChatGPT（OpenAI platform）のAPIキーに変更して、上書き保存

してください。
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AIサーバーの起動



● RAGの対象とする（生成AI（ChatGPT）に社内データ等のローカル環境のデータを参照させる）フォ

ルダを指定します。

● 「 ai_for_Python3_9」フォルダの中の「target_dir_list.txt」をテキストエディタ（メモ帳など）で開い

てください。

● 参照させたいフォルダの絶対パス（C:¥～）を記入し、上書き保存してください。
○ 複数のフォルダを参照させることもできます。１つのフォルダごとに改行して記入してください。
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AIサーバーの起動



● 元のフォルダ内の「 1_AI_server_start _for_Windows.bat」を実行してください。
○ 「WindowsによってPCが保護されました」のポップアップが出た場合は、「詳細情報」を押して、「実行」ボタンを押して

ください。

● コマンドプロンプトが起動するので、しばらくお待ちください。
○ 初回は、起動時に数分かかります。
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AIサーバーの起動



● コマンドプロンプトに「AIサーバーの開始準備が完了しました。利用できます。」と表示されれば、AI

サーバーの起動が完了です。生成AIアプリやAIサーバーのAPIを使用可能な状態になりました。

● そのまま、コマンドプロンプトを閉じずに、起動したままにしてください。
○ AIサーバーを停止したい時は、「Ctrl+C」キー⇒「Y」キーを押してください。または、このコマンドプロンプトを閉じてく

ださい。
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AIサーバーの起動



５． AIアプリの利用
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● AIサーバーは、自社アプリや自社製品などと、すぐに連携できるようにWebAPIを提供しています。詳

細は「API仕様書.md」を参照してください。

● すぐにご利用できるAIアプリとして、「AIエージェント（生成AI搭載チャット）」、「社内データ検

索」、「情報抽出AIアプリ」を同梱しています。

● AIサーバーを起動した状態で、下記ファイルを開いてください。
○ AIエージェント（生成AI搭載チャット）： AIエージェント（生成AI搭載チャット）.html

○ 社内データ検索：社内データ検索.html

○ 情報抽出AIアプリ：情報抽出AIアプリ.html
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AIアプリの利用



● AIエージェントアプリは、生成AIとRAGを搭載したチャットで、社内のデータを参照し、会話形式で業

務を支援してくれるアプリです。

● 社内QAチャットや、カスタマーサポートのQAチャットとしても活用できます。

● 「AIエージェント（生成AI搭載チャット）.html」のソースコードをコピー＆貼り付けするだけで、自社

のWEBサイトのページに簡単に組み込むことができます。

● 「 images 」フォルダ内の「ai_icon.png」をお好きな画像ファイルに変更することで、 AIのアイコン画

像を変更できます。
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AIエージェント（生成AI搭載チャット）



● 社内データ検索アプリは、生成AIとRAGを活用した社内の書類・画像データを検索できるアプリです。

● 「target_dir_list.txt」に記入したフォルダ配下のファイルを検索します。
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社内データ検索



● 情報抽出AIアプリは、生成AIを活用して、紙書類をスキャンした画像データ等から所望の項目の情報を

抽出することができます。

● 抽出したい項目を記入したCSVファイルを登録します。

● その後、画像データをアップロードすることで、画像から情報を抽出したCSVファイルをダウンロード

できます。
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情報抽出AIアプリ



６．参考情報：Slack連携
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● Slackに連携して、Slack上で生成AIを利用することも可能です。

● 「slack api」（ https://api.slack.com）にサインインしてください。
○ アカウントがない場合は、アカウントを新規作成してください。
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Slack連携

https://api.slack.com/


● Slackと連携するための「slack api」のアプリを作成します。

● 右上の「Create New App」ボタンを押してください。

● 「From scratch」を押してください。
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Slack連携



● 「App Name」にお好きなアプリ名を入力してください。

● 「Pick a workspace to develop your app in:」で、連携させるSlackのワークスペースを選択した後、

「Create App」ボタンを押してください。「slack api」のアプリが作成されました。

● 左メニューの「App Home」を押してください。
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Slack連携



● Slack上の表示名を設定します。

● 「Your App’s Presence in Slack」内の「Edit」ボタンを押してください。

● 「Display Name (Bot Name)」にアプリの表示名、「Default username」にアプリのユーザー名を入力

して、「Add」ボタンを押してください。
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Slack連携



● 「slack api」のアプリの表示名とユーザー名が登録されました。

● 左メニューの「OAuth & Permissions」を押してください。
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Slack連携



● 「OAuth & Permissions」ページ内の「Scopes」の「Bot Token Scopes」で、「OAuth Scope」を追

加します。

● 「Bot Token Scopes」の「Add an OAuth Scope」ボタンを押して、下記４つの「OAuth Scope」を追

加してください。
○ channels:history

○ chat:write

○ files:read

○ files:write
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Slack連携



● 「Oauth & Permissions」ページ上部の「Oauth Tokens」の「Install to XXX（あなたのワークスペース

名）」ボタンを押してください。

● 「許可する」ボタンを押してください。
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Slack連携



● 「slack api」のアプリがワークスペースにインストールされました。

● 「Oauth & Permissions」ページ上部の「Oauth Tokens」に「Bot User OAuth Token」が表示されまし

た。このトークンをADFI生成AIに登録します。

● 「Copy」ボタンを押して、 「Bot User OAuth Token」をコピーしてください。
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Slack連携



● ADFI上で、ADFI生成AIで作成したAI詳細画面を表示します。

● 「設定を編集」ボタンを押します。

● AI設定の編集画面の「Slack連携オプション」を押します。
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Slack連携



● 「Slackトークン」に、先ほどコピーした「Bot User OAuth Token」を貼り付けます。

● また、アプリを追加したいSlackのチャンネルのIDを入力します。
○ 最大5チャンネルまで追加できます。

○ SlackのチャンネルIDは、Slack上で、追加したいチャンネルの「チャンネル詳細を開く」を押すことで、確認できます。

45

Slack連携



● 「設定を保存」ボタンを押して、トークンとチャンネルIDを保存します。

● AI詳細画面で、トークンとチャンネルIDが表示されていることを確認してください。

● 次に、Slackの画面上で、チャンネルにアプリを追加します。
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Slack連携



● Slackのメニューにて、今回作成した「slack api」のアプリを右クリックして、「アプリの詳細を表示

する」を押します。

● 「チャンネルにこのアプリを追加する」を押します。

● プルダウンメニューで、追加するチャンネルを選択し、「追加」ボタンを押してください。

● これで、Slack連携の設定が完了しました。
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Slack連携



● Slackのメニューにて、今回作成した「slack api」のアプリを右クリックして、「アプリの詳細を表示

する」を押します。

● 「チャンネルにこのアプリを追加する」を押します。

● プルダウンメニューで、追加するチャンネルを選択し、「追加」ボタンを押してください。

● これで、Slack連携の設定が完了しました。
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Slack連携



● ADFI生成AIからダウンロードしたフォルダ内の「 2_Slack_server_start _for_Windows.bat」を実行して

ください。
○ 「WindowsによってPCが保護されました」のポップアップが出た場合は、「詳細情報」を押して、「実行」ボタンを押して

ください。

● コマンドプロンプトが起動するので、しばらくお待ちください。
○ 初回は、起動時に数分かかります。
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Slack連携



● コマンドプロンプトに「AIサーバーの開始準備が完了しました。利用できます。」と表示されれば、AI

サーバー（Slack連携モード）の起動が完了です。Slack上でAIがメッセージを返信できる状態になりま

した。

● そのまま、コマンドプロンプトを閉じずに、起動したままにしてください。
○ AIサーバーを停止したい時は、「Ctrl+C」キー⇒「Y」キーを押してください。または、このコマンドプロンプトを閉じてく

ださい。

● Slackのアプリを追加したチャンネル上で、アプリに対してメンションを付けてメッセージを送信する

と、AIがメッセージを返信します。
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Slack連携



７．参考情報：Pythonプログラムの実行
（Linux環境での利用）
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● Linux環境などでAIを利用したい場合、PythonプログラムをダウンロードしてAIを実行することもでき

ます。（Windows環境も可）
○ Pythonのバージョンは3.8、3.9、3.10で使用できます。

● ADFIのAI詳細画面AIで、AIをダウンロードします。「AIをダウンロード（Pythonファイル）」ボタンを

押してください。
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Pythonプログラムの実行（Linux環境での利用）



● ダウンロードした圧縮ファイル「ga_module_for_linux_xxxx.zip」を展開してください。

● 展開したディレクトリの中には、Pythonプログラムが格納された３種類のディレクトリが含まれます。

ご自身のPythonのバージョンに併せたプログラムを使用してください。
○ ai_for_Python3_8：Python3.8用のプログラム

○ ai_for_Python3_9：Python3.9用のプログラム

○ ai_for_Python3_10：Python3.10用のプログラム

● 下記コマンド等でPythonのバージョンを確認します。
○ 例：python3 -V

● 「ga_module_for_linux_xxxx」ディレクトリ直下で、「venv」等でPythonの仮想環境を作成します。
○ 例：python -m venv [仮想環境名]

● 仮想環境の作成が完了したら、仮想環境をアクティベートしてください。
○ 例：source [仮想環境名] /bin/activate
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Pythonプログラムの実行（Linux環境での利用）



● アクティベートした仮想環境にて、下記コマンドで必須ライブラリをインストールしてください。
○ 例：pip install -r requirements_validated_versions.txt

○ もしエラーが発生してインストールできなかったライブラリがあった場合には、 requirements_validated_versions.txtに記述

されている該当ライブラリのバージョン指定を変更して、再度インストールしてください。（ただし、

requirements_validated_versions.txtに記述されているバージョンのみ、弊社で動作確認を行っております。バージョン変更し

た場合、プログラムが動作しない場合があります。）

● インストール完了後、本書「３．ChatGPTのAPIキーの取得（未取得の場合のみ）」以降の手順を実施

してください。
○ AIサーバーの実行の際は、「 2_Slack_server_start _for_Windows.bat」の実行ではなく、仮想環境上でコマンド「python 

main.py --mode server」を実行してください。

○ Slack連携の際は、「 1_AI_server_start _for_Windows.bat」の実行ではなく、仮想環境上でコマンド「 python main.py --

mode slack」を実行してください。

● 自社システムとの連携や自社製品に組み込む場合などは、AIサーバーのAPIをご利用ください。詳細に

ついては、「API仕様書.md」を参照してください。
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Pythonプログラムの実行（Linux環境での利用）
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